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第36号 12

　11 月 16 日 ( 日 )、町文化センター（木の温も
り広場）で農林商工まつり＆美里柿の市が開か
れ、多くの人出でにぎわいました。
　　【写真：農産物品評会、入賞農産物（円内）】
　　　　　　　　　　　　　（16 面に関連記事）
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平
成
20
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
西
浦
運

男
氏
（
小
西
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

晴
れ
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
西
浦
氏
は
、

昭
和
31
年
に
旧
美
里
町
消
防
団
に
入
団
さ

れ
、
消
防
団
副
分
団
長
、
分
団
長
を
務
め
ら

れ
た
後
、
昭
和
54
年
か
ら
平
成
２
年
ま
で
副

団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
朝
有
事
に
際

し
て
は
、
率
先
し
て
団
員
の
先
頭
に
立
ち
、

指
導
に
努
め
る
中
、
３
６
１
名
の
多
数
の
団

員
を
掌
握
し
、町
消
防
団
の
伸
展
に
寄
与
し
、

装
備
の
充
実
や
防
災
体
制
の
強
化
等
消
防
団

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

　

よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

　

等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

　

深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

　

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

　

る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

　

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

　

権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

　

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

　

別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

　

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

西
浦
運
男
氏
に
輝
く
瑞
宝
単
光
章  

人 権 相 談 所 開 設
相談は、人権擁護委員がお受けいたします。
相談は無料で秘密は守られます。お気軽にご相談ください。
電話でもお受けいたします。

第
60
回  

人 

権 

週 

間
12
月
４
日
〜
10
日

啓
発
活
動
重
点
目
標

○
育
て
よ
う　

一
人
一
人
の
人
権
意
識

　
　

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

 
秋
の
叙
勲

西浦運男氏（82）
小西270番地

日　時 12月４日（木）
午前11時から午後3時まで

場　所 ○中央公民館　控室　　℡４８９- ５９０３
○地域資源総合開発センター（美里支所隣） 
　　　　　　　　　　　℡４９５- ２０２１

強
調
事
項

来年１月１０日までの提出にご協力を！
農家の方々へ  農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ    

　農業委員会では、毎年各農家の方々から提出された申
請書に基づいて、農業委員会委員選挙人名簿を調製して
います。従って申請書が提出されないと投票もリコール
の請求もできなくなります。
　次の要件に該当する農業者の方々に登載資格がありま
すので資格のある方は、平成21年1月10日 (土 ) ま
でに必ず提出してください。
※資格のない方の提出は不要です。

【資格要件】

① 平成２１年１月１日現在、紀美野町に住所を
　 有する方

② 年齢満２０歳以上の方
　　（平成元年４月１日以前に生まれた方）

③ 10アール以上の農地につき耕作の業務を営む
　 方及びその方の同居の親族又はその配偶者で、
　 年間おおむね６０日以上耕作に従事している
　 と農業委員会が認めた方

※ 配布及び回収方法
　農業委員会委員選挙人名簿登載申請書は、１２月広
報とともに各戸配布されますので、該当される農家の
方々は、申請忘れのないようにお願いいたします。
　なお、申請書は、下記へ提出していただくようお願
いいたします。お手数をおかけいたしますが、ご理解
とご協力をお願いします。

※資格のある方で、申請書が届いていない
　方は、役場本庁（産業課）又は美里支所
　（産業・建設室）へお問い合わせください。

〈提出先〉
・紀美野町役場本庁舎　産業課（農業委員会事務局） 
　（直通）４８９- ５９０１（代表）４８９- ２４３０
・紀美野町役場美里支所　産業・建設室
　（直通）４９５- ３４６２（代表）４９５- ２０２１

〈提出期限〉
平成２１年１月１０日 (土 )
※提出期限日当日の申請については、役場休業日 
　となりますので役場本庁でのみ受付します。
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高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
に
備
え
、
和
歌
山
県

が
10
月
25
日
に
中
央
公
民
館
な

ど
町
内
３
カ
所
で
対
策
訓
練
を

実
施
し
、
県
及
び
海
草
振
興
局

管
内
の
自
治
体
や
保
健
所
な
ど

か
ら
約
２
５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
感
染
拡
大
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
初
動
体

制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
の

訓
練
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、ま
ず
、

県
の
担
当
者
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
症
状
や
感
染
ル
ー
ト

の
講
義
が
あ
り
、
そ
の
後
、
町

内
の
養
鶏
農
場
で
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
、
健
康
診
断
や
感
染
を
防
ぐ

防
護
服
の
着
脱
の
感
染
予
防
演

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

役
場
駐
車
場
で
は
防
護
服
に
身

を
包
ん
だ
参
加
者
が
本
物
の
鶏

を
使
っ
た
捕
獲
や
鶏
の
人
形
を

使
っ
て
液
化
炭
酸
ガ
ス
に
よ
り

窒
息
死
さ
せ
る
殺
処
分
方
法
な

ど
の
防
疫
活
動
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
現
地

対
策
本
部
や
紀
美
野
町
防
疫
対

策
本
部
の
設
置
及
び
運
用
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
訓
練
も
実
施
さ
れ
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
発
熱
外

来
の
設
置
、
国
保
野
上
厚
生
総

合
病
院
で
は
患
者
の
受
け
入
れ

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
を
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促

進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
的
な

普
及
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

日
頃
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
町
内
の
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
、
ま
だ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で

な
い
方
々
へ
の
普
及
啓
発
と

し
て
、
紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
月
26
日

（
日
）
に
総
勢
45
名
で
町
内
の

主
要
幹
線
道
路（
国
道
）（
県
道
）

の
空
き
缶
等
ご
み
拾
い
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
永
年
の

職
業
を
通
じ
て
豊
か
な
経
験
と

能
力
を
持
つ
高
年
齢
者
の
方
々

が
会
員
と
し
て
多
数
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
屋
内
外
の
軽

作
業
・
清
掃
・
剪
定
（
雑
木
等
）・

草
刈
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
の
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め

に
、
会
員
募
集
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

紀
美
野
町
に
お
住
ま
い
の
60

歳
以
上
の
方
で
、
働
く
意
欲
が

あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
け

る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

お
仕
事
の
ご
依
頼
・
入
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

　

℡
４
９
５―

３
４
６
７

感
染
拡
大
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
訓
練
を
実
施
!!

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
訓
練
・
紀
美
野
町
防
疫
対
策
本
部
訓
練
も　

　

町
内
３
カ
所
で

和歌山県

道
路
の
清
掃
活
動
を
実
施

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

防護服に身を包み、本物の鶏を捕獲する参加者

総合福祉センターに設置された発熱外来 紀美野町防疫対策本部訓練

清掃活動を行うシルバー
人材センターの皆さん
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10
月
17
日
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
（
総
合
運
動
場
）
で
紀
美

野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ペ
タ

ン
ク
部
主
催
の
第
５
回
ペ
タ
ン

ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
、
参
加
24
チ
ー

ム
（
72
名
）
が
８
コ
ー
ト
（
１

コ
ー
ト
３
チ
ー
ム
）
に
分
か
れ

て
予
選
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
、

８
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
５
日
に
は
、
ふ

れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

に
お
い
て
同
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
部

主
催
の
第
５
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
１
３
２
名

が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

毎
月
８
、
18
、
28
日
（
８
の

付
く
日
）、
午
前
８
時
か
ら
小

畑
地
区
の
八
幡
馬
場
西
出
の
野

鉄
線
路
跡
地
に
新
し
く
で
き
た

道
路
沿
い
に
、
野
菜
や
果
物
な

ど
を
販
売
す
る
『
市
』
が
開
か

れ
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
を
運
営
す
る
の
は

「
ぐ
る
り
は
ち
の
会
」
で
、
今

年
４
月
18
日
に
近
所
の
方
々
が

自
分
の
畑
で
取
れ
た
農
産
物
を

持
ち
寄
っ
て
販
売
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
当
初
は
テ
ン
ト
で

行
っ
て
い
た
が
、
８
月
に
は
会

の
メ
ン
バ
ー
で
東
屋
風
の
販
売

所
を
建
設
。口
コ
ミ
で
広
ま
り
、

現
在
で
は
和
歌
山
市
や
海
南
市

か
ら
の
お
客
さ
ん
も
あ
る
と
言

い
ま
す
。

　

同
会
の
井
澤
佳
代
子
さ
ん
は

「
誰
で
も
何
で
も
自
由
に
販
売

で
き
る
『
８
の
市
』
が
道
路
沿

い
に
連
な
り
、
多
く
の
人
々
で

賑
わ
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
通

り
に
な
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
和
歌
山
県
人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
審
査
結
果
、
左
記
の

方
が
入
選
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

最
優
秀
賞
の
水
谷
智
尋
さ
ん
の
作

品
は
、
同
和
運
動
推
進
月
間
及
び

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
の
ポ
ス

タ
ー
に
掲
載
さ
れ
人
権
啓
発
に
一

役
か
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　
水
谷
智
尋　
（
野
上
中
学
一
年
）

入
選

　
水
谷
心
咲　
（
野
上
中
学
三
年
）

　

野
上
少
女
バ
レ
ー
が
海
南
海
草

予
選
を
突
破
し
、11
月
９
日
（
日
）

に
白
浜
町
立
総
合
体
育
館
に
て
開

催
さ
れ
た
第
29
回
和
歌
山
県
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
男
女
選
手

権
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
１
回
戦
で
田
辺

ジ
ュ
ニ
ア
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も

敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
子

ど
も
達
は
本
当
に
よ
く
が
ん
ば

り
、
大
会
を
通
じ
て
多
く
の
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

【
参
加
メ
ン
バ
ー
】

玉
置
真
梨
乃
（
キ
ャ
プ
テ
ン
）
６

年
・
原
絵
里
香
６
年
・
栗
林
美
樹

６
年
・
高
橋
沙
希
６
年
・
露
峯
沙

理
６
年
・
芝
﨑
唯
６
年
・
中
谷
紗

奈
６
年
・
千
野
晏
那
５
年
・
山
本

紗
矢
香
５
年
・
日
裏
ひ
な
の
４
年
・

日
裏
菜
乃
葉
３
年
・
栗
林
友
美
３

年
・
山
本
麻
友
１
年

秋
晴
れ
の
も
と

 

ペ
タ
ン
ク
と
パ
ー
ク

    

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
!!

町
老
人
ク
ラ
ブ

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ペ
タ
ン
ク
大
会

優　

勝　

有
ノ
木
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝　

有
ノ
木
Ｄ
チ
ー
ム

第
３
位　

下
佐
々
Ａ
チ
ー
ム

第
４
位　

小　

畑
Ａ
チ
ー
ム

小
畑
地
区
（
野
鉄
代
替
道
路
沿
線
）

８は
ち

の
市

　

開
か
れ
て
い
ま
す
!!

『
ぐ
る
り
は
ち
の
会
』
主
催

野
上
少
女
バ
レ
ー

　
　
　

県
大
会
に
出
場
！

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
入
選

上位入賞者の皆さん（ペタンク大会）

朝早くから野菜などを買い求める人たち
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テ
ー
マ
は
、「
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
、
わ
た
し
た
ち
の
明
日

を
！
」

　

明
る
く
楽
し

い
雰
囲
気
の
も

と
、
多
く
の
方
々

に
参
加
い
た
だ

き
、
ふ
れ
あ
い
を

と
お
し
て
、
障
害

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、「
や

さ
し
い
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

日
時
：
平
成
21
年
１
月
18
日（
日
）

　
　
　

 

13
：
30
〜
16
：
00

場
所
：
紀
美
野
町
中
央
公
民
館  

　
　
　
紀
美
野
町
動
木
２
８
８―

４

内
容

＊
映
画
試
写
会
「
ふ
る
さ
と
を

　

く
だ
さ
い
」

＊
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室　

＊
福
祉
作
業
所
及
び
障
害
児
者

　

団
体
の
紹
介

＊
福
祉
作
業
所
の
授
産
製
品
の

　

販
売 

入
場
料
：
無
料

主
催 

／
お
問
い
合
わ
せ
：

海
草
振
興
局
健
康
福
祉
部

保
健
福
祉
課

℡
４
８
２―

０
６
０
０

　

引
き
こ
も
り
や
不
登
校
等
の

子
ど
も
の
家
庭
を
定
期
的
に
訪

問
し
、
子
ど
も
の
心
の
支
え
に

な
る
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

の
よ
う
な
方
（
メ
ン
タ
ル
・
フ

レ
ン
ド
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
：
18
歳
以
上
25
歳
未

　
　
　
　
　

満
の
男
女

募
集
人
数
：
若
干
名

募
集
期
間
：
随
時

申 

込 

先
：
お
近
く
の
児
童
相

談
所
に
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県
子
ど
も
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

℡
０
７
３―

４
４
５―

５
３
１
２

和
歌
山
県
紀
南
児
童
相
談
所

（
田
辺
市
）

℡
０
７
３
９―

２
２―

１
５
８
８

和
歌
山
県
紀
南
児
童
相
談
所
新

宮
分
室
（
新
宮
市
）

℡
０
７
３
５―

２
１―

９
６
３
４

平
成
20
年
度
障
害
者

　
　

福
祉
地
域
啓
発

　
　
　
　
　

事
業
の
開
催

メ
ン
タ
ル
・

　
　

フ
レ
ン
ド
募
集

後期高齢者健康診査自己負担費（６００円）
助成のお知らせ  （健康診査の申し込みをされた方へ）
　後期高齢者健康診査（和歌山県後期高齢者医療広域連合から案内通知
あり）を申し込みされた方に対し、当町では自己負担費（６００円）を
助成致します。

　★海南市、紀美野町の医療機関で受診される場合は無料となります。

　★海南市、紀美野町以外の医療機関で受診される場合は医療機関の窓
　　口で立替払いをしていただき、紀美野町役場保健福祉課で払い戻し
　　の手続きをして下さい。（郵送でも可）

＊払い戻しに必要なもの（海南市、紀美野町以外で受診される場合）
　①申請書　　振込み口座番号（郵便口座不可）、押印が必要

　②医療機関発行の領収書原本（健診を受けた方の氏名、受診年月日、
　　領収金額、領収印、医療機関名が明記されているもの。レシート
　　は不可です。）

 ●払い戻し申請は健診後６ヶ月以内に行って下さい。（以降は無効）

申請先・問い合わせ先　 
　紀美野町役場　保健福祉課　℡：489-9960

長寿プラン２００９、障害福祉計画の第２回策定委員会が開催されました。
　この委員会は、老人福祉計画、介護保険事業計画、障害福祉計画の見直しについて町長より諮問を受け検討する委員会で、平成
２０年７月３１日に第１回、１０月３０日には第２回目が開催され、平成２１年度から３年間の各計画のための意見が交されまし
た。なお、年度末まで引き続き検討をかさねる予定です。
　今回は、計画の見直しに関連し、次のとおり介護保険の状況をお知らせします。
　保険給付費は毎年増加し、１９年度は１３年度に比べ１.８５倍になっています。同期間の６５歳以上人口（被保険者）は約１.０１
倍に止まっていますが、要介護等認定者（認定者）は約１. ５４倍に増加し、被保険者の５人に１人を超えています。
　また、年間保険給付費は被保険者１人当りでは約１. ８３倍、認定者１人当りでは約１. ２倍になっています。

年間保険
給付費
（千円）　

前年比
（％）

年度末被
保険者数
（人）

前年比
（％）

年度末
認定者数
（人）

前年比
（％）

年度末
認定率
（％）

被保険者１人
当り年間保険
給付費（円）

認定者１人
当り年間保険
給付費（円）

１３年度 695,000 － 4,068 － 599 － 14.7 170,846 1,160,267 
１４年度 798,000 114.8 4,045 99.4 684 114.2 16.9 197,281 1,166,667 
１５年度 887,000 111.2 4,031 99.7 775 113.3 19.2 220,045 1,144,516 
１６年度 1,005,000 113.3 4,022 99.8 831 107.2 20.7 249,876 1,209,386 
１７年度 1,072,000 106.7 4,062 101.0 886 106.6 21.8 263,909 1,209,932 
１８年度 1,127,000 105.1 4,119 101.4 924 104.3 22.4 273,610 1,219,697 
１９年度 1,285,000 114.0 4,106 99.7 925 100.1 22.5 312,957 1,389,189 

※平成１２年度は制度施行年度のため省略。平成１７年度までは合併前の２町の合算。
※被保険者１人当り及び認定者１人当りの年間保険給付費（年間保険給付費÷年度末の各人数）　
※認定率（年度末認定者数÷年度末被保険者数）
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★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

教室名 日　　時 場　　所
コアラ １２月１７日（水）９：３０～１１：３０ 子育て支援センター（クリスマス会）
カンガルー １２月２６日（金）９：３０～１１：００ 総合福祉センター

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

12月の日程
■場　所：総合福祉センター 3日・10日・17日・24日（毎週水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　　　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

★遊びの教室のご案内
〈お申込みは、支援センター　℡489-9711まで〉

○第一保育所：１２月２日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：１２月８日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：１２月５日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：１２月　３日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：１２月１０日（水）℡４９９－０１３１

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

※留守の場合は、第二保育所

海 南 保 健 所 だ よ り
事業名 対象・内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

１２月 ９日（火）　　  ９：００～１１：００
＊第４火曜日は祝日によりお休みです

エイズ検査 エイズの各種相談 １２月 ９日（火）　　  ９：００～１１：００
＊第４火曜日は祝日によりお休みです

検便 １２月 ９日（火）　　  ９：００～１１：００
＊第４火曜日は祝日によりお休みです

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

１２月１０日（水）　　９：００～
１２月１８日（木）　１３：３０～
１２月２２日（月）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。

１２月 ９日（火）　  １０：００～１１：００
＊第４火曜日は祝日によりお休みです
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日           ９：００～１７：００
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障がい者巡回相談のお知らせ
　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方 12 月　2日（火） 総合福祉センター　　 9時３０分～正午　　

美里支所　　　　　　13 時３０分～１６時

　野上厚生病院内
　相談支援事業所
　℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

12 月 17 日（水） 総合福祉センター　　 9時３０分～正午
美里支所　　　　　　13 時３０分～１６時

　療育センターA
あおい

OI
　℡ 483-0454

健康づくりコーナー
紀美野町保健福祉課

　１０月の回覧にてお知らせしました『６５歳以上の高齢者の方・６０～６４歳で、一定の機能障害を有する方の
インフルエンザ予防接種』につきまして、下記の診療所でも接種していただけますので、お知らせいたします。

紀美野町

小川診療所 奥佐々２２ 489－ 2401
志賀野診療所 西野２０－１ 489－ 5112
真国診療所 真国宮３２－２ 497－ 0002
細野診療所 円明寺２２１ 497－ 0241

 

※接種を希望される方は、診療所に直接お申込みください。

平成20年度　
（高齢者筋力向上トレーニング事業）　

　最近『足腰が弱くなった』『つまずきやすくなった』な
ど感じていませんか？
　この教室は、これからのあなたの人生を、元気で楽し
く健康的に過ごしていくため、眠っている筋肉・神経を
目覚めさせ、足腰の筋力をつけるための運動教室です。

シルバー☆転ばん塾 第１４期生募集！

日　　時
平成２１年１月８日～３月2６日
（全１２回）　毎週木曜日
午後１時～３時頃

会　　場 野中多目的集会所

関心のある方。まずはお電話を。
　　　　紀美野町保健福祉課（℡４８９－９９６０）へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　植田・中林

国民健康保険に加入し、
今年度中に４０歳から７４歳になられる方へ

特定健康診査の受診期限について
　特定健康診査の受診期限は原則１１月３０日までですが、都
合により、１２月以降に受診を希望される場合は、受診券の有
効期限を延長する必要があります。その場合は、必ず保健福祉
課までお問い合わせください。

　　　　　問い合わせ　保健福祉課（℡　４８９－９９６０）

脳を鍛えて認知症を予防しよう！

脳のトレーニング教室
　認知症ってどんな病気？　予防するにはどうすればいいの？
　みなさん関心があるところではないでしょうか。
　認知症を正しく理解するとともに、脳のトレーニングで今の
脳を更に活性化させましょう！
　ぜひ、お気軽にご参加ください。

日　時 【全８回】いずれも午後１時～３時

場　所 美里支所　３階
対象者 おおむね６０歳以上の方

（要介護認定を受けていない方）
定　員 ２０名程度

（申込多数の場合は抽選します。）
内　容 医師による講義・個別面談、認知機能検査

個人及びグループ活動等

※この事業は、和歌山県と和歌山県立医大病院脳神経外科が
　協働で開発した「認知症予防教室プログラム」にもとづく
　ものです。

申込締め切り：１２月２６日（金）
下記までお申し込みください。

申し込み・お問い合わせ：
　紀美野町　保健福祉課（℡４８９－９９６０）
　美里支所　住民福祉室（℡４９５－３４６４）

１月　１４日・２１日・２８日（水）

２月　　４日（水）・１７日（火）

３月　　４日・１８日・２５日（水）

平
成
21
年　

 

できるだけ
全日程ご参加
ください。
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経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調

査
を
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企

業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・

中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
様
か
ら
御
提
出
し
て
い
た
だ
く

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
御
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

紀
美
野
町
役
場　

企
画
管
財
課

℡
４
８
９―

５
９
１
３
（
直
通
）

　

園
児
数
の
減
少
に
よ
り
、
平
成
17

年
４
月
か
ら
休
園
し
て
い
た
志
賀
野

保
育
所
が
廃
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

志
賀
野
保
育
所 

廃
園
へ

年 末 ・ 年 始 の 役 場
◆役場の仕事納めと仕事始め
　　仕事納め・・・１２月２６日（金）　　　仕事始め・・・  １月  ５日（月）
◆物品納入、工事代金等の支払い
　　年内の口座振込は、１２月２５日 (木 ) が最終となります。ご了承お願いします。
◆年末・年始のごみ自己搬入について（野上区域のみ）
　　ごみの自己搬入（大栄環境㈱粉河事業所への）については、年末は１２月２７日（土）まで搬入可能となります。
　　（但し、午前９時～午後３時（正午から午後１時までは搬入できません。））
　　年始は １ 月 ５ 日（月）から平常通りになります。
　　年末は搬入先である大栄環境㈱粉河事業所が非常に混雑しますので、お早めに搬入してください。
　　尚、ごみ搬入車の登録及びごみ搬入券の販売は、紀美野町役場住民課で１２月２６日（金）午後５時３０分
　　まで行っていますので、お早めにお買い求め下さい。
◆年末・年始のごみの収集
　（野上区域）
　　年末のごみの収集は、１２月２９日（月）まで平常通り収集します。
　　年始のごみの収集は、 １ 月 ５ 日（月）から平常通り収集します。
　　（但し、下佐々・海南鋼管・吉見・庄原・吉野・落合・大木・小川・志賀野地区の生ごみの収集については、　
　　１２月３０日（火）から年末のお休みとなるため、その代わりに１２月２９日（月）に収集しますのでお間違
　　えのないようにお願いします。）
　　（詳しくは、各戸配布をご覧下さい。）
　（美里区域）
　　年末のごみの収集は、１２月２６日（金）まで平常通り収集します。
　　年始のごみの収集は、 １ 月 ５ 日（月）から平常通り収集します。
　　（詳しくは、各戸配布ごみ収集日程をご覧下さい。）

国民年金第１号被保険者独自の給付について
☆付加年金と付加保険料について
　　定額国民年金保険料のほかに、付加保険料１ヶ月につき４００円を納めた人は、
　２００円×付加保険料納付月数で計算した年金額が、老齢基礎年金に加えて支給
　されます。
　　＊免除されている方は付加年金に加入できません。
　　＊国民年金基金に加入されている方は付加保険料を納めることはできません。

☆寡婦年金について
　　第１号被保険者として保険料を納めた期間と保険料を免除された期間が２５年以
　上ある夫（障害基礎年金の受給権者でない方）が、老齢基礎年金を受けずに死亡し
　た場合、夫の死亡当時生計維持関係にあり、かつ、１０年以上継続した婚姻期間が
　ある妻（事実上の婚姻関係を含む）に、６０歳～６５歳になるまで支給されます。
　ただし妻が老齢基礎年金を繰上げ受給した場合は、受けられません。
　　＊寡婦年金の額＝夫が受けられるはずであった老齢基礎年金額×４分の３
　　　（第１号被保険者であった期間についての額が対象）

☆死亡一時金について
　　第１号被保険者として国民年金保険料を納めた期間が３６月以上の人が、年金を
　受けないまま死亡したとき、遺族に支給されます。半額免除を受けていた期間につ
　いては半額納付期間月数の２分の１が保険料納付済期間に算入されます。また同様
　に４分の１免除を受けていた期間（納付済期間）は４分の３が、４分の３免除を受
　けていた期間（納付済期間）は４分の１が算入されます。

保険料納付月数 死亡一時金の額
　３６月以上１８０月未満 １２万円
１８０月以上２４０月未満 １４万５千円
２４０月以上３００月未満 １７万円
３００月以上３６０月未満 22万円
３６０月以上４２０月未満 ２７万円
４２０月以上　　　　　　 ３２万円

＊付加保険料を３６月以上納付している場合、８, ５００円が加算されます。
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　従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者（給与支払者）が、給与を支払う時に、天引きし、市町村に納めることになっています。
これを特別徴収といいます。（地方税法第３２１条の３）従業員の所得税は給与から源泉徴収しているけれど町県民税は特別徴収
していないということはありませんか。
　詳しくは、税務課町県民税係までお問い合わせください。　　　　　　　　役場本庁　税務課　電話番号　℡489-5905

従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者（給与支払者）が毎月徴収し、
市町村に納付しなければなりません。

臨時調理・介護職員募集について    
　　　　　　  《やすらぎ園》

職　　種 臨時調理職員 臨時介護職員

採用予定者数 若干名 若干名

応募資格 特に問わない 特に問わない

年齢 制限なし 制限なし

勤務場所 海草郡紀美野町下佐々１４０８番地７
特別養護老人ホームやすらぎ園内

選考方法 面接試験

選考日 随時

社会保険の加入 有

雇用保険 日額で契約する職員
※月額で契約する職員となった場合は、和歌山県市
　町村職員退職手当事務組合に加入のため雇用保険
　には加入できません。

待遇 調理職員：日額　6,500円
介護職員：日額　8,000円
【各種手当】
通勤手当・時間外勤務手当・休日勤務手当・夜間勤
務手当

※6ヶ月経過後月額職員に登用の途有り
調理職員：150,000円
介護職員：160,000円　
【各種手当】
通勤手当・時間外勤務手当・休日勤務手当・宿日直
手当・夜間勤務手当
6月・12月割増賃金　各1ヶ月
※昇給制度有

問合せ先 特別養護老人ホームやすらぎ園事務局
TEL：073-489-3631

就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

職業訓練生の募集

募集訓練科 ・テクニカルメタルワーク科 (企業実習付 )　
　３５歳以下
・テクニカルオペレーション科 (企業実習付 )
　３５歳以下
・ビル管理科
・ビジネスワーク科

 訓練期間 平成21年１月６日（火）～６月30日（火）

募集期間 平成20年11月 14日（金）～
12月12日（金）

受講料 無料（但し、テキスト代等は自己負担）

問い合わせ先 独立行政法人雇用・能力開発機構
和歌山センター訓練課
電話０７３（４６１）５６４９　

　紀美野町では、平成20年12月 15日より、地方税「法
人町民税」「固定資産税」「個人住民税」の電子申告サービス
がご利用いただけるようになります。

地方税電子申告サービス（eLTAX）

eLTAXを利用するには
↓

地方税電子化協議会ホームページへ
アクセスしてください。

http://www.eltax.jp/

お忘れな
く 償却資産（固定資産税）の申告は平成21年2月2日（月）までに

　１月１日に紀美野町に償却資産をお持ちの方は、税務課まで申告書を提出してください。
なお、新たに事業を始められた方や申告用紙をお持ちでない方は、お申し出ください。

償却資産とは
　会社や個人で工場や商店などを経営されている方が、その事業のために用いることができる土地・家屋以外の
資産（機械・器具・備品など）をいいます。

飲食店

接客用家具・備品、厨房設備、
テレビ、カラオケセット、自
動販売機など

ガソリンスタンド

オイルチェンジャー、洗車機、
ガソリン計量器、照明設備な
ど　

理容業・美容業

理・美容椅子、洗面設備、タ
オル蒸器など

建設業

ブルドーザー、ポンプ、ポー
タブル発電機、パワーショベ
ルなど

工場

各種製造設備（施盤、金型、
プレス機など）、受変電設備、
構内舗装など

小売店

商品陳列ケース、陳列棚、自
動販売機、冷蔵庫など

医院・歯科医院

各種医療機器（ベッド、手術
台、Ⅹ線装置など）、各種キャ
ビネットなど

＊お問い合わせは、
　税務課
　（℡４８９－５９０５）へ
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山　
　

彦　
　
　

第
41
号

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
」

　

少
し
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今

年
行
な
わ
れ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
た
選
手
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
こ

こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、
み
ん
な
に
支

え
て
も
ら
っ
た
か
ら
。
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。」
と
い
う
意
味
の
言
葉
を

述
べ
て
い
る
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。
競

技
で
頑
張
れ
た
の
は
自
分
だ
け
の
力

や
、
周
り
の
人
が
想
像
も
で
き
な
い
ほ

ど
の
努
力
を
し
た
結
果
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
大
勢
の
人
々
の
応
援
や
励
ま

し
、
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
と
い

う
気
持
ち
を
若
い
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
が
強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
に

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
そ
ん
な
環
境
で
生
活
し
て

い
る
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
社
会
で

は
日
々
暮
ら
し
て
い
る
以
上
、
助
け
、

助
け
ら
れ
て
過
ご
し
て
い
る
の
が
現

実
で
す
。
そ
れ
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

感
じ
、
結
果
だ
け
を
重
視
し
て
、「
お

か
げ
で
」「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
思

い
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
最
後
の
月
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
、
人
そ
れ
ぞ

れ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
自
分
な
り
に
反
省
を
し
、
助

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
、
一
年
無
事
に

過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
新
し
い

年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

雪
国
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

　

体
験
教
室
開
催
!!

第
３
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

ふ
れ
あ
い
公
園
を
中
心
に
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
開
催
し
ま
す
。
ご
声
援
、
ご
観
覧
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
今
大
会
は
約
千
余
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
す
る
た
め
、
当
日
会
場
周
辺
は
大
変

混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
交
通
安
全
及
び
通
行
止
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
地
図
参
照
）

12
月
21
日
（
日
）
開
会
式
午
前
９
時　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

■通行止め区間　町道志賀野・井の口線
　（ブロイラー生産団地～ふれあい公園～ドーシェル）
■上記Ａ、B、Cの区間及びB～D区間は通行止め
■矢印は迂回路です。

１
月
９
日
（
金
）
〜
11
日
（
日
）

長
野
県
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場

■
参
加
資
格　

紀
美
野
町
在
住
在
勤

の
方
、
ま
た
は
野
上
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員
の
方
（
小
学
４
年

生
以
下
の
子
ど
も
に
は
大
人
の

同
伴
が
必
要
）

■
定
員　

35
名
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

大
人　

１
２
，
０
０
０
円

小
学
生
以
下　

８
，
０
０
０
円

※
レ
ン
タ
ル
料
（
板
・
靴
等
）、

リ
フ
ト
代
等
、
一
部
食
事
代
等

は
別
途
個
人
負
担

■
申
込
み　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ

ン
タ
ー
に
設
置
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
12
月

15
日
ま
で
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

１
月
９
日
午
後
９
時
役
場

発
↓
ス
キ
ー
場

　

１
月
10
日
終
日
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド

　

１
月
11
日
午
前
中
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド　

午
後
ス
キ
ー
場
発
↓
役

場
着
（
23
時
頃
）

■
問
合
せ　

中
央
公
民
館
へ

工業団地 ブロイラー
生産団地

五色台

J
A
給
油
所

J
A
撰
果
場

役場

ドーシェル

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

A

B

C

D

至 西野
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図
書
室
だ
よ
り

志
賀
野
地
区
公
民
館

　

作
品
展
示
会

児
童
館
料
理
教
室

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
」

12
月
13
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

■
メ
ニ
ュ
ー　

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

■
講
師　

山
野
睦
子
さ
ん

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
す
い
と
う
、

上
ば
き

■
対
象　

保
育
園
児
・
小
学
生

及
び
保
護
者
の
方

★
先
着
24
名
ま
で
（
保
育
園
児

に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
み　

12
月
９
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
４
８
９―
５
９
０
９
）

１
月
17
日
（
土
）　　
　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
９
時
30
分

１
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
展
示　
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン

グ
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ

ラ
ワ
ー
、
花
作
り
（
寄
せ

植
え
）、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
書
、
パ
ソ
コ
ン
、
一

般
作
品　

他

■
サ
ー
ク
ル
発
表　

茶
席
、
カ

ラ
オ
ケ
、
な
つ
メ
ロ
、
手
品
、
他

※
詳
し
く
は
１
月
号
で

公
民
館
か
ら
お
知
ら
せ

　

11
月
よ
り
志
賀
野
地
区
公
民

館
館
長
に
南
嘉
英
さ
ん
が
就
任

し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
方
と

生
き
が
い
の
あ
る
公
民
館
運
営

を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

12
月
３
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

12
月
17
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

幡
司
り
な（
１
歳
）

調
月
佑
美（
野
小
１
年
）

松
上
厘
孔（
下
小
１
年
）

米
田
萌
恵（
下
小
１
年
）

安
生
地
香
里（
下
小
６
年
）

【
二
百
冊
】

須
川
翔
天（
第
二
保
）

中
稀
優（
野
小
１
年
）

新
家
わ
か
ば（
下
小
１
年
）

森
下
真
悠
子（
下
小
２
年
）

【
四
百
冊
】

吉
見
成
未（
第
二
保
）

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■
「
ガ
リ
レ
オ
の
苦
悩
」

東
野
圭
吾
・
著

■
「
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
」

井
坂
幸
太
郎
・
著

■
「
犯
罪
小
説
家
」
雫
井
脩
介
・
著

■
「
右
岸
」　　
　

辻
仁
成
・
著

■
「
左
岸
」　　

江
国
香
織
・
著

■
「
瑠
璃
で
も
な
く
、
玻
璃
で
も

な
く
」　　
　
　
　

唯
川
恵
・
著

■
「
あ
ま
が
え
る
さ
ん
な
ぜ
な
く

の
」　　
　

シ
ム
ウ
ン
ス
ク
・
著

■
「
ふ
し
ぎ
列
車
は
と
ま
ら
な
い
」

柏
葉
幸
子
・
著他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
な
も
な
き
は
な
や
ま
」

岩
槻
優
佑
・
著

■
「
地
図
男
」　

真
藤
順
丈
・
著

■
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
」

保
科
昌
彦
・
著

■
「
い
か
だ
満
月
」山

本
一
力
・
著

■
「
広
告
チ
ラ
シ
で
作
る
バ
ス
ケ

ッ
ト
＆
雑
貨
」

寺
西
恵
里
子
・
著

■
「
い
ろ
い
ろ
お
ん
せ
ん
」

長
谷
川
義
史
・
著

■
「
へ
ん
し
ん
マ
ジ
ッ
ク
」

あ
き
や
ま
た
だ
し
・
著

■
「
く
も
き
ち
せ
ん
せ
い
」

深
見
春
夫
・
著

■
「
あ
り
が
と
う
サ
ン
タ
さ
ん
」

か
す
や
昌
宏
・
著

■
「
魔
王
が
マ
マ
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ

！？
」　　
　
　
　

藤
真
知
子
・
著他

放
課
後
こ
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・

文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

で
、
月
曜
〜
金
曜
（
午
後
２
時

〜
５
時
）
の
放
課
後
を
楽
し
く

過
ご
そ
う
！

■
中
央
公
民
館

３
日　

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
よ
う

10
日　

編
み
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

17
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
野
い
ち
ご
の
会
）

24
日　

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！！

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
ほ
た
る
）

10
日　

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
よ
う

17
日　

編
み
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

24
日　

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！！

■
小
川
地
区
公
民
館

５
日　

午
前
10
時

　
　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
（
ひ
ま
わ
り
）

　

（
中
央
公
民
館
２
階
）

｢

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク｣｢

木
彫
り
」｢

リ

サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト｣｢

ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト｣｢

ビ
ー
ズ｣｢

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ

ン
グ
」

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

た
だ
い
ま
の
展
示

12
月
の
天
文
教
室

「
星
と
音
楽
の
夕
べ

〜
ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト
」

12
月
20
日
（
土
）

午
後
７
時
〜
（
約
１
時
間
）

み
さ
と
天
文
台

演
奏　

谷
本
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
美
し
い
音
色

と
星
の
お
話
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

直
前
の
土
曜
の
夜
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
神
聖
な
る
響
き
を
つ

む
ぎ
だ
す
演
奏
者
達
の
す
ば
や

い
動
き
、
家
族
な
ら
で
は
の
息
の

合
っ
た
演
奏
を
お
楽
し
み
に
。

申
込
不
要
・
参
加
無
料

申
込
み
問
合
せ
は
天
文
台
へ
。
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
三
十
二

有
形
文
化
財

名
称　

平ひ
ら
の野
今い

ま
き木
神
社
社
殿

　
　
　
　
（
野
上
八
幡
宮
摂
社
）

祭
神　

足
仲
彦
命　

日
本
武
命

大お
お
さ
ざ
き
の
み
こ
と

鷦
鷯
命
、皇
太
神

本
殿
に
向
か
っ
て
右
側
面
の
斜
後
方

に
建
つ
。

造
営　

万
寿
二
年（
一
〇
二
五
）

焼
失　

天
文
十
年（
一
五
四
一
）

再
建　

永
禄
十
三
年（
一
五
七
〇
）五
月

屋
根
替　

大
正
三
年（
一
九
一
四
）十
月

補
修　

大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）九
月

屋
根
替　
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）十
月

修
理　
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）三
月

名
称　

玉た
ま

垂た
れ

社
社
殿

　
　
　
　
（
野
上
八
幡
宮
摂
社
）

祭
神　

高
良
大
明
神

本
殿
に
登
る
参
道
の
石
階
段
の
中
程

左
側
に
建
つ
。

造
営　

万
寿
二
年（
一
〇
二
五
）

焼
失　

天
文
十
年（
一
五
四
一
）

再
建　

天
正
六
年（
一
五
七
八
）八
月

修
理　

弘
化
二
年（
一
八
四
五
）

屋
根
葺
替　
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）十
月

修
理　
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）三
月

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

第
25
回
野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

11
月
２
日（
日
）、３
日（
祝
）、

紀
美
野
町
総
合
運
動
場
多
目
的

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
徳
島
県
、
兵
庫
県
、
大
阪

府
よ
り
高
・
低
学
年
16
チ
ー
ム

を
招
き
、
交
流
と
親
睦
を
深
め

る
目
的
で
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
低
学
年
の

部
で
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
試
合
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
高
学
年
の
部
》

第
一
試
合　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

０
対
４　

貴
志
川
Ｓ
Ｓ
／
第

二
試
合　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

０

対
４　

ア
ゼ
リ
ア
Ｆ
Ｃ
（
大

阪
府
）

優
勝　

Ｆ
Ｃ
バ
レ
ン
テ
ィ
ア

準
優
勝　

岬
Ｊ
Ｆ
Ｃ
（
大
阪
府
）

三
位　

貴
志
川
Ｓ
Ｓ

四
位　

撫
養
Ｓ
Ｃ
（
徳
島
県
）

《
低
学
年
の
部
》

第
一
試
合　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

６
対
０　

岬
Ｊ
Ｆ
Ｃ
（
大
阪

府
）
／
第
二
試
合　

野
上
Ｊ

Ｓ
Ｃ　

５
対
１　

内
海
・
日

方
Ｊ
Ｓ
Ｃ
／
決
勝　

野
上
Ｊ

Ｓ
Ｃ　

２
対
０　

巽
Ｊ
Ｓ
Ｃ

優
勝　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ

準
優
勝　

巽
Ｊ
Ｓ
Ｃ

三
位　

東
浦
Ｆ
Ｃ
（
兵
庫
県
）

四
位　

内
海
・
日
方
Ｊ
Ｓ
Ｃ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
秋
季
」
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　

10
月
25
日
（
土
）、
農
村
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
「
秋
季
」
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

和
歌
山
市
、
紀
の
川
市
、
海

南
市
よ
り
６
チ
ー
ム
を
招
待

し
、
合
計
８
チ
ー
ム
で
盛
大
に

開
催
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
優
勝
】
Ｊ
Ｖ
Ｃ
下
津

【
準
優
勝
】
野
上
少
女
バ
レ
ー

紀
美
野
町
共
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

12
月
５
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　

未
来
を
拓
く
子
ど
も
た
ち
は

地
域
の
宝
物
で
す
。
健
や
か
に

育
つ
た
め
に
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
の
力
を
つ
な
ぐ
話
し
合
い

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
申

込
必
要
）

■
内
容

・
講
演
「〝
き
み
の
〞
子
ど
も
の

未
来
の
た
め
に　

学
校
と
地
域

が
共
働
し
よ
う
」

和
歌
山
大
学　

堀
内
秀
雄
教
授

・
協
議
「
子
ど
も
の
昔
、
今　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
」

※
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
（
中

央
公
民
館
）
へ

写真は平野今木神社社殿

代
表　

榎
本
孝
幸

　

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
国
吉
多

目
的
集
会
所
に
お
い
て
、「
星
ふ
る

里
囲
碁
ク
ラ
ブ
」
主
催
に
よ
る
囲
碁

大
会
を
催
し
ま
し
た
。
21
名
の
参
加

者
が
あ
り
盛
会
で
し
た
。
入
賞
さ
れ

た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

■
Ａ
ク
ラ
ス

優
勝　

榎
本
博
光
（
海
南
市
）

２
位　

福
嶋
昭
文
（
神
野
市
場
）

３
位　

仲
寛
（
紀
の
川
市
）

４
位　

田
尻
学　
（
海
南
市
）

■
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　

温
井
救
之
（
樋
下
）

２
位　

西
浦
正
秋
（
長
谷
）

３
位　

西
田
修
和
（
小
畑
）

４
位　

西
本
清
計
（
福
井
）

入
会
希
望
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

電
話
４
９
８
ー
０
１
５
２
榎
本
ま
で

「
星
ふ
る
里
囲
碁
ク
ラ
ブ
」

ビ
リ
ー
・
バ
ン
バ
ン

　

in
紀
美
野
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
６
日
（
土
）　

午
後
３
時
〜

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

３
，
０
０
０
円
（
当
日
３
，

５
０
０
円
）
前
売
り
券
完
売

の
場
合
は
当
日
券
な
し

※
未
就
学
児
の
同
伴
、
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

文
化
セ
ン
タ
ー
、中
央
公
民
館
、

美
里
支
所
、
各
出
張
所
、
各
地

区
公
民
館
、イ
シ
イ
楽
器
店（
イ

ズ
ミ
ヤ
和
歌
山
店
内
）

※
販
売
時
間
は
各
施
設
の
開

館
、
営
業
時
間
内
で
す
。

■
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

秋
の
囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果

　

10
月
26
日
（
日
）
中
央
公
民

館
和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
17

名
、
将
棋
10
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回

戦
を
、
将
棋
は
総
平
手
戦
（
８

回
戦
）
を
行
い
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
囲
碁
の
部

優
勝　
　

榎
本
博
光
（
海
南
市
）

準
優
勝 　
丸
山
義
兼（
紀
の
川
市
）

三
位　
　

中
浴
千
代
二
（
中
）

■
将
棋
の
部

優
勝　
　

西
畑
雅
之
（
海
南
市
）

準
優
勝　

西
野
忠
男
（
小
畑
）

三
位　
　

中
畑
正
清
（
海
南
市
）



2008・1213

だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
の
は
人

間
の
探
究
心
の
成
せ
る
業
と
、

改
め
て
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
々
も
ま
た
日
常
に
追
わ

れ
、
新
た
な
世
界
や
上
を
目

指
す
こ
と
を
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
歩
み
は

鈍
く
と
も
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
、
そ
ん
な
姿
を
こ
れ
か
ら

を
担
う
子
供
た
ち
に
見
せ
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
尚
、
本
研
究
は
文
部
科
学
省

の
助
成
金
、
科
研
費
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
番
号

１
９
５
０
０
７
４
２
）

写
真
注
釈
：
我
々
が
マ
ウ
ナ
ケ

ア
山
頂
に
て
撮
影
し
た
星
空

研
究
員　

小
澤
友
彦

　

ハ
ワ
イ
と
い
う
と
楽
園
と

い
っ
た
印
象
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
が
ハ
ワ
イ
に
行
く
と
い
う

と
、
第
一
声
は
決
ま
っ
て
「
い

い
で
す
ね
〜
」
と
な
り
ま
す
。

我
々
が
訪
れ
た
マ
ウ
ナ
ケ
ア
山

頂
は
、
火
山
岩
が
覆
う
荒
涼
と

し
た
場
所
。
気
温
も
０
度
前
後

と
寒
く
、
標
高
４
２
０
０
ｍ
の

た
め
空
気
も
薄
い
、
人
間
に
は

過
酷
な
環
境
で
す
。

　

人
は
目
標
に
従
い
、
よ
り
良

い
も
の
を
求
め
て
ゆ
き
ま
す
。

様
々
な
困
難
が
あ
ろ
う
と
も
、

そ
れ
を
克
服
し
、
目
標
を
達
成

し
て
ゆ
く
の
は
天
文
学
に
限
っ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
山
頂
の
苛
酷
な
環
境
に

も
順
応
し
、
今
で
は
世
界
有
数

の
天
体
観
測
の
聖
地
で
す
。
星

を
眺
め
る
た
め
だ
け
に
、
そ
れ

の
音
楽
家
の
弓
庭
規
生
先
生
の

指
導
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
茶
道
の
「
お
点
前
」
や
、
地

域
ソ
ン
グ
に
つ
い
て
も
発
表

し
、
お
越
し
頂
い
た
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
温
か
い
拍
手
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や

店
員
、当
日
の
劇
や
合
唱
な
ど
、

三
年
生
を
中
心
に
団
結
し
て
忙

し
い
文
化
祭
を
や
り
遂
げ
た
生

徒
の
顔
は
と
て
も
爽
や
か
な
表

情
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
校
の
教
育

活
動
は
、
学
校
行
事
や
授
業

等
様
々
な
と
こ
ろ
で
地
域
の

協
力
や
支
援
を
受
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
地
域
と
と
も

に
育
て
る
子
ど
も
を
念
頭
に

お
い
て
今
後
と
も
特
色
あ
る

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

十
一
月
二
日
、「
夢
に
と
き

め
け
！
明
日
に
き
ら
め
け
！
輝

け
！
毛
中
っ
子
☆
」
を
テ
ー
マ

に
、
毎
年
恒
例
の
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
野
菜

や
物
品
の
提
供
、
当
日
の
協
力

を
得
て
、
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て

茶
道
の
橋
本
宗
雪
先
生
や
地
域

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

「
地
域
に
支
え
ら
れ
て

取
り
組
む
文
化
祭
」

紀
美
野
町
立
長
谷
毛
原
中
学
校

「
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
」

　

歌
の
小
道

節
々
の
ど
こ
か
が
痛
み
鵙も
ず
び
よ
り

日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

虫
食
ひ
の
落
葉
を
添
へ
て
華
道
展　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

魂
は
天
に
昇
り
て
鵙
の
贄に
え　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

枯
れ
蓮
は
ち
す

骨
太
は
ま
だ
凛り
ん

と
立
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

鐘
打
つ
て
秘
仏
に
ま
み
え
秋
遍
路　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

濁
り
酒
飲
み
友
達
と
旅
に
出
て　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

温
か
き
十
一
月
の
花
時
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

秋し
ゅ
う
り
ん
霖
や
昼
を
灯
し
て
ピ
ザ
の
店　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

鶏
頭
も
切
り
花
に
し
て
朝
の
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

枯
葉
散
る
山
路
を
越
え
る
師
走
風　
　
　
　
　
　
　
　
　

浴
俊
夫

夕
晴
れ
の
空
に
二
条
の
飛
行
雲
彼
方
緑
の
頂
に
消
ゆ　

阪
上
松
作

ほ
の
甘
く
ほ
の
澁
み
あ
る
木
苺
は
朝
あ
し
た
の
白
き
ト
イ
レ
を
飾
る

山
本
綾
子

燃
え
な
が
ら
こ
れ
の
花か

た

い袋
に
入
り
来
よ

　
　
　

俯
き
咲
き
ぬ
蛍
袋
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

明
け
き
ら
ぬ
道
を
歩
め
ば
こ
の
朝
も

　
　
　

一
人
な
り
け
り
草
に
た
ふ
れ
つ　
　
　
　
　
　

今
出
瑞
子

山
葡
萄
の
ジ
ュ
ー
ス
を
置
き
て
話
し
な
す

　
　
　

訛
や
さ
し
き
隣
席
の
老　
　
　
　
　
　
　
　

貝
野
千
鶴
子

紫
外
線
た
っ
ぷ
り
浴
び
た

　
　
　

吾
が
肌
を
に
わ
か
に
濡
ら
す
大
粒
の
雨　
　

西
佐
古
祐
子

紅
白
の
提
灯
点と
も

り

　
　
　

紀
美
野
町
音
頭
流
れ
て
ム
ー
ド
は
上
が
る　
　

椎
山
初
子

青
鷺さ
ぎ

は
杉
の
秀ほ

末ず
え

に
首
か
し
げ

　
　
　

不
意
に
飛
び
立
つ
川か

わ

も面
を
指
し
て　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

家
に
着
く
ま
で
ず
っ
と
一
緒
に
い
る
よ
う
な

　
　
　

ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
の
や
さ
し
い
香
り　
　
　
　
　

梶
谷
知
子

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

十
二
月
二
十
九
日
（
月
）
〜
一
月
三
日
（
土
）

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、
体
育
施
設
は
休
館
、
休
場
で
す
。
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（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の

前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　
紀
美
野
町
消
防
本
部
警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

は
、
一
刻
も
早
く
火
災
や
救
急

な
ど
の
災
害
現
場
に
急
行
し
て

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、

ま
た
、
急
病
人
や
け
が
人
な
ど

の
応
急
処
置
を
行
い
、
速
や
か

に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
消
防
車
両
等
が
円

滑
に
緊
急
走
行
で
き
る
よ
う
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
消
防
車
両
等
が
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
緊
急
走
行
で
接

近
し
て
き
た
と
き
は

　

周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
な
が

10月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 34（２） （　） 34（２）
一 般 負 傷 ６（　） （　） ６（　）
交 通 事 故 ６（　） （　） ６（　）
そ の 他 １（　） （　） １（　）
合 計 47（２） （　） 47（２）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

消
防
車
両
等
の
緊
急
走
行

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

ら
、
道
路
の
左
側
に
よ
っ
て
進

路
を
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
交
差
点
付
近
で
は

　

交
差
点
を
避
け
、
道
路
の
左

側
に
寄
っ
て
一
時
停
止
し
て
く

だ
さ
い
。

○
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す

る
場
合
は

　

消
防
自
動
車
等
の
通
行
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
停
車
し
て
く

だ
さ
い
。一

日
消
防
署
長

　

平
成
20
年
秋
季
火
災
予
防
運

動
が
11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日

ま
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当

消
防
署
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
11
月
12
日
に
紀
美
野

町
三
尾
川
地
区
在
住
の
川か

わ
う
ち内 

和か

ず

こ子
さ
ん
を
一
日
消
防
署
長
と

し
て
お
迎
え
し
、
職
員
の
士
気

の
高
揚
と
火
災
予
防
啓
発
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
21
年
１
月
18
日
（
日
曜
日
）

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者

の
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）

に
よ
る
応
急
手
当
が
極
め
て

重
要
で
す
。
も
し
も
の
時
の
為

に
、
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
！

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち

の
方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今

年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容 

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

「
特
別
遺
族
給
付
金
」

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正

石
綿
救
済
法
」
と
い
う
。）
が
、

平
成
20
年
12
月
１
日
よ
り
施
行

さ
れ
ま
す
。

　
「
改
正
石
綿
救
済
法
」に
よ
り
、

（
１
）
特
別
遺
族
給
付
金
の
請

求
期
限
が
、
平
成
24
年
３
月
27

日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
特
別
遺
族
給
付
金
の
支

給
対
象
者
が
、
平
成
18
年
３
月

26
日
ま
で
に
死
亡
し
た
労
働
者

等
の
ご
遺
族
で
あ
っ
て
、
労
働

者
災
害
補
償
保
険
法
（
以
下
「
労

災
保
険
法
」
と
い
う
。）
の
規
定

に
よ
る
遺
族
補
償
給
付
を
受
け

る
権
利
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し

た
方
へ
と
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
労
災
保
険
法
」
の
規

定
に
よ
る
遺
族
補
償
給
付
を
受

け
る
権
利
が
時
効
（
５
年
）
に

よ
り
消
滅
し
て
い
な
い
方
は
、

「
労
災
保
険
法
」
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
労
働
基
準
監
督
署

℡　

４
８
８―

１
２
０
３

ま
た
は
、
和
歌
山
労
働
局

労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

℡　

４
８
８―

１
１
５
３

火災予防啓発活動 一日消防署長　川
かわうち

内和
かず こ

子さん
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野上中学校　「県駅伝」大会を制し、
　　　　　　　　　　　　全国大会へ

　11月 16日（日）、白浜町で開催された和歌山県中
学校駅伝競走大会男子の部で、野上中学校が大会タイ
記録で見事優勝しました。寒い小雨の中でのレースで
したが、６人がそれぞれ力をフルに発揮し、他校を寄
せ付けない、圧倒的な勝利でした。日ごろの練習の結
果が見事に花を咲かせたもので、これからの近畿大会
（12月７日奈良県）や全国大会（12月 21日山口県）
での活躍が期待されます。女子も１・２年生の若いチー
ムで臨み、10位と大健闘の好走でした。
１区：楠岡佳一（２年）、２区：田伏雅也（２年）、
３区：西浦孝則（３年）、４区：中西瑞貴（３年）、
５区：梅原雅之（３年）、６区：中田瑛次（３年）

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
４日（木）

〃　　 11:00 ～

移動町長室【１９日（金）】

犬ねこの譲渡講習会【１４日（日）・２８日（日）】

美里支所

県動物愛護センター

総務課
総務・税務室
県動物愛護センター

489-5912
495-3471
489-6500

５日（金）19:30 ～ 紀美野町共育フォーラム 中央公民館 生涯学習課 489-5915
６日（土）15:00 ～ ビリーバンバンコンサート 文化センター 学事生涯学習室 495-9055
９日（火） ９:00 ～ 紀美野町議会（第４回定例会）開会 役場議場 議会事務局 489-5914
13日（土）13:30 ～ 児童館料理教室 総合福祉センター 青少年センター 489-5909
17日（水）

〃　　

13:00 ～

17:30 ～

行政相談

役場窓口業務時間延長【～２０：００】

中央公民館
美里支所
役場本庁・美里支所

総務課
総務・税務室
住民課
住民・福祉室

489-5912
495-3471
489-5903
495-3463

20日（土）19:00 ～
天文教室
「星と音楽の夕べ～クリスマスナイト」

みさと天文台 みさと天文台 498-0305

21日（日） ９:00 ～ 第３回紀美野ふれあいマラソン大会 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915
26日（金） 役場仕事納め

12月

　12月、今年も早いもので残すところあと１ヵ月となりました。
　これから寒さも一段ときびしくなり、何かと忙しい時期です
が、風邪などひかれないように健康管理には充分気をつけ、新
しい年を迎えてください。
　21日（日）には、第３回紀美野ふれあいマラソン大会がふれ
あい公園周辺で行われます。みんなで応援してください。
　一年間ご愛読ありがとうございました。

編 集 後 記 人の動き
総人口………… 11,326人
 　男　………… 5,263人
 　女　………… 6,063人
 世帯数………… 4,643世帯

（平成20年10月末現在）
紀美野町面積128.31km2

成
人
式
の
ご
案
内

期
日　

平
成
21
年
１
月
11
日（
日
）

受
付　

午
後
１
時

開
式　

午
後
１
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
（
動
木
）

対
象　

昭
和
63
年
４
月
２
日

〜
平
成
元
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総

務
学
事
課

（
℡
４
８
９―

５
９
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　健康体を取り戻したいメタボの方も、健康体を維持した
い方も、もっと健康になりたい方も、まずは『望ましい食
習慣』を身につけることが一番！
　健康になれる食事や食習慣について、皆で一緒に学びま
しょう。

同じ具材でも、調理法でヘルシーに！
ヘルシー料理のコツ！お教えします！

ヘルシー料理にチャレンジ！
（料理教室 Part.6）

日 　 時

場 　 所
内 　 容
持ってくる物
定 　 員

１２月１５日（月）
　　午前９時３０分～　昼食終了まで
総合福祉センター（調理実習室）
ヘルシーなおせち料理を作りましょう
エプロン、三角巾、（持ち帰り用容器）
２０名

申し込み締め切り　１２月１１日（木）
※但し　申込者多数の場合は抽選により
決めさせていただきます。

申 込 み 先　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

※栄養士の山野です。
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き
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の
　
第
3
6
号

　

11
月
８
日
（
土
）、「
第
３
回

き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

と
な
っ
た
紀
美
野
町
文
化
セ
ン

タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）
に

は
、
町
内
の
保
育
園
児
や
小
学

生
、
保
護
者
ら
約
５
０
０
人
が

参
加
し
て
「
み
ん
な
で
作
っ
て

遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
作
る
楽

し
さ
に
浸
り
ま
し
た
。

　

木
の
温
も
り
広
場
の
各
ブ
ー

ス
や
下
神
野
小
学
校
体
育
館
で

は
、「
消
し
ゴ
ム
ね
ん
土
」や「
陶

芸
教
室
」、「
万
華
鏡
」
の
他
「
ピ

ザ
」「
竹
馬
」
な
ど
10
の
も
の

作
り
コ
ー
ナ
ー
と
、「
ス
ー
パ
ー

仲間がいっぱい !　遊びがいっぱい !仲間がいっぱい !　遊びがいっぱい !
第３回きみのこどもまつり第３回きみのこどもまつり

ボ
ー
ル
す
く
い
」
や
「
シ
ャ
ボ

ン
玉
」
な
ど
の
遊
び
の
広
場
を

設
け
ま
し
た
。

　
「
パ
ン
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
総

勢
１
２
７
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
、
パ
ン
の
生
地
を
竹
に

巻
き
つ
け
た
あ
と
、
炭
火
で
焼

い
た
り
、「
竹
馬
」
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
竹
を
切
っ
た
り
、
火
で

炙あ
ぶ

っ
て
曲
げ
る
な
ど
普
段
し
な

い
よ
う
な
体
験
を
し
て
、
子
ど

も
た
ち
も
興
味
深
そ
う
に
作
っ

て
い
ま
し
た
。
各
コ
ー
ナ
ー
と

も
保
護
者
等
の
ス
タ
ッ
フ
指
導

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
真
剣

な
表
情
で
作
品
を
作
っ
た
り
、

仲
間
と
楽
し
そ
う
に
遊
ん
だ
り

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
も
生

き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
方
に
は
、
紙
面
を
お
借

り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

陶芸に挑戦する子どもたち

シャボン玉で遊ぶ子どもたち

竹馬コーナー

実
り
の
秋
を
楽
し
む
!!

実
り
の
秋
を
楽
し
む
!!

農
林
商
工
ま
つ
り
＆
美
里
柿
の
市 

開
か
れ
る

農
林
商
工
ま
つ
り
＆
美
里
柿
の
市 

開
か
れ
る

賞　名 受賞者氏名（敬称略） 出品名 住所

町長賞 大和　公明 たまねぎ 長谷宮

町長賞 山本　幸二 かりん 下佐々

実行委員会長賞 藪阪　勝宥 キャベツ 長 谷

実行委員会長賞 大上みつよ さといも 下佐々

議長賞 正殿まさ代 こかぶ 小 西

議長賞 山片　真伸 うすいえんどう長 谷

海草振興局長賞 若林　惇夫 みかん 動 木

農協組合長賞 広尾　卓也 柿 動 木

農協組合長賞 谷口　晋 ネギ 松 瀬

商工会長賞 森下　宗泰 大根 永 谷

商工会長賞 佐々本吉身子 菊 下佐々

森林組合長賞 中西　一好 さつまいも 下佐々

NOSAI 組合長賞 吉瀬　文男 キウイ 長 谷

農業委員会長賞 横山　圭子 白インゲン 長 谷

珍品賞 迎井　孝夫 自然薯 毛原下

　

去
る
11
月
16
日
（
日
）、
文
化

セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

に
お
い
て
、
第
３
回
紀
美
野
町
農

林
商
工
ま
つ
り
と
美
里
柿
の
市

が
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご

協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
午
前
中
、
悪
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
お
客
さ
ん

が
来
場
し
、
会
場
内
で
は
軽
食
・

農
林
海
産
物
・
日
用
品
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、｢

柿
種
飛

ば
し
・
柿
皮
む
き
大
会｣

、｢

餅

投
げ｣

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
、「
水
野
れ
い
か
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
農
産
物
な
ど
を
買

い
求
め
た
り
し
て
、
秋
の
一
日
を

楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
産
物
品
評
会
で
は
、

丹
精
込
め
て
作
っ
た
総
数
３
１
０

点
の
出
展
物
の
中
か
ら
、
左
記
の

15
名
の
方
々
が
選
ば
れ
、
各
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

柿などを買い求める人たち


